
​福岡県公立高校入試徹底分析【社会】​
​【形式・難易度】​

​試験時間​ ​50分​ ​配点​ ​60点​

​問題構成​

​大問６題。地理・歴史・公民の分野ごとに大問各２題の出題である。​
​歴史は，古代～現代の大問で14点，それとは別に近現代の大問で６点の計20点。​
​地理は，世界地理の大問で10点，日本地理の大問で10点の計20点。​
​公民は，政治・経済に関する論述中心の大問で14点，それ以外の大問で６点の計20点。​
​論述問題の配点も，ここ数年は，ほぼ同じ分量で出題されている。​

​令和７年度(2025)​ ​令和６年度(2024)​ ​令和５年度(2023)​ ​令和４年度(2022)​ ​令和３年度(2021)​

​問題量（A4で）​ ​９ページ分​ ​９ページ分​ ​９ページ分​ ​９ページ分​ ​９ページ分​
​小問数​ ​32問​ ​33問​ ​36問​ ​35問​ ​36問​
​論述問題の数​ ​13問​ ​11問​ ​14問​ ​12問​ ​12問​
​論述問題配点​ ​22点​ ​23点​ ​28点​ ​23点​ ​25点​
​受験者平均点​ ​33.7点​ ​36点​ ​33点​ ​33点​ ​35点​

​【出題の傾向と対策】​
​①​ ​古​​代・​​中​​世・​​近​​世​​な​​ど​​の​​社​​会​​制​​度​​に​​よ​​る​​区​​分​​で​​出​​題​​さ​​れ​​る​​こ​​と​​が​​多​​い​​の​​で​​，​​時​​代​​区​​分​​と​​対​​応​​さ​​せ​

​て覚えておこう。​
​⓶　各時代の政治・文化・制度・外交など幅広く出題されるので，各時代の内容を覚えておく。​

​③　近現代史に関する大問では，並べ替えが出題されるので，年代順にできごとを整理しておく。​

​④　地理分野では，地図・統計などの資料を用いた問題が多く出題されているので，地域ごとの気​
​候や産業などの特色を押さえておく。​



​⑤　緯度・経度に関する問題がよく出題されるので，赤道や本初子午線，北緯40度などの主要な緯​
​線・経線がどこを通るか覚えておく。​

​⑥　公民分野では，政治や経済のしくみについて説明する問題が出題されるので，図などを用いて​
​覚えておく。​

​⑦　会話文などを利用した穴埋め形式の記述問題も多く出題されているので、空欄の前後をよく読​
​み適切に書けるようにしよう。​


